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大気取出しイオンマイクロビームを利用した荷電粒子誘起蛍光 X 線 (PIXE; Particle-Induced 

X-ray Emission) 分析法は、大気中に試料を設置したまま高感度に組成分布を取得できる分析法と

して生物試料を含めた多様な分析対象への応用が進められている。有機化合物のような照射対象

では、荷電粒子照射による影響が無視できないはずであるが、どのような化学組成情報の変化が

あるかについては、特性 X 線での取得は困難である。このような変化を可視化するため、我々は

これまでに、大気取出しマイクロ PIXE 分析法と併用可能な分析技術として、イオン誘起発光(Ion 

Luminescence, IL) 分析技術の開発を行っている[1]。図1に ILの顕微分光分析装置の概略図を示す。

このような大気取り出し陽子ビーム照射分析系に、有機物 NADH(C21H27N7O14P2)や Riboflavin 

(C17H20N4O6) , Tryptophan (C11H12N2O2), PAH(C20H12)等の標準試料を 2枚の真空窓材料に封じ込めた

状態で用意し、IL のスペクトルを計測した[2]。各有機物材料から、有機物ごとにピーク波長及び

構造の異なるスペクトルが計測された。さらに、時間的にスペクトル構造の変化を観察すること

で、各スペクトル中のピーク強度の変化が異なる減衰率を示すことが確認された(図 2)。併設され

た PIXE の元素組成情報に加えて、これらの有機物に関連する情報をより精細に取得されること

で、PIXE 分析体系における生体試料の組成情報をさらに解析することが可能となると考えられる。 
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Fig. 2 Comparison of decay trend of IL from NADH and PAH 
standards. Difference in decay trend was observed. 

 

Fig. 1 Schematic of confocal micro-optics for continuous IL 
measurement 
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